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1．はじめに 

農産物産地直売所(産直)１）において，生産者

は自分の農産物の入荷量,価格を決定し，産直に

入荷している．従来, 生産者は産直への農産物

の入荷量を経験や勘によって決定することが多

く，生産者がその日に出荷することが出来る分

をそのまま入荷することも多い．半澤ら２）は，

リアルタイムに産直の店頭在庫の推移状況を把

握し，売れ行きに応じて在庫補充をすることで，

過不足在庫を軽減するための情報システムを提

案した．しかしながら，入荷計画については考

慮していないため，曜日ごとの需要変化には対

応していない. 

本研究では，生産者の入荷計画立案支援を行

うシステムを開発し，個々の農産物の需要変化

に応じた産直への入荷を実現する．また，計画

的な入荷を実現することにより，収穫から陳列

までのリードタイムを短縮し，農産物の鮮度維

持を図る． 

 

2．入荷計画立案支援システムの概要 

2.1 システム化の範囲 

 システムの対象は生産者･産地直売所･消費者

とする．本研究においてシステム化を行った範

囲を図１に示す．網掛け部は半澤ら２）がシステ

ム化を行った部分である．本研究では，先行研

究でシステム化を行った部分の変更も含め，下

線部をシステム化の対象とする． 

2.2 入荷計画立案方法 

 本稿では，年間を通して需要が安定した品目

を主な対象とする．計画期間を 1 週間とし，毎

週水曜日に次の金曜日から木曜日までの入荷計

画を生産者が立案する．生産者から品種･品目ご

とに産直へ入荷可能な 1 週間の量を入荷可能量

として登録する．システムでは過去 1 週間の産

直全体の売上実績，品種ごとの売上実績，品目

ごとの入荷実績及び売上実績，生産者品名ごと

の入荷実績及び売上実績を表示する．また，過 

 

 

 

 

 

 

去 4 週間分の売上実績から，移動平均法３）を用

いて各曜日の移動平均値を求め，各曜日の需要

分布を求める．その後，入荷可能量と各曜日の

需要分布から，曜日ごとの入荷基準量を提示す

る．生産者は提示された実績と入荷基準量から

各曜日の入荷量を決定し，入荷計画として登録

する．入荷計画立案業務フローを図２に示す． 

 
図 1：システム化の範囲 

 

 
図 2：入荷計画立案業務フロー 

 

2.3 システムの機能 

 本システムは，以下の２つの機能を拡張する．  

① 入荷計画の立案支援 

② 入荷実績の取得 

生産者は栽培登録をし，入荷計画の立案を行
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う．その入荷計画に基づいて生産者は農産物を

収穫し，ラベルを付けて産地直売所に入荷を行

う．店頭で商品が購入されると，POS レジから売

上情報が登録され，次回の入荷計画に利用され

る．これら一連の基本モデル図を図３に示す．  

2.3.1 入荷計画の立案支援 

生産者は栽培登録をした農産物の入荷可能量

を登録する．その後，入荷可能量と需要分布か

ら入荷基準量の提示を行う．生産者は提示され

た入荷基準量などから入荷計画立案を行う． 

2.3.2  入荷実績の取得 

 生産者が農産物を産直に入荷する段階で農産

物にラベルを添付し，陳列を行う．ラベルは，

生産者･品名･内容量･価格等の情報を取得し，発

行する．ラベルの発行に，入荷計画の登録情報

や以前に発行したラベルの作成履歴を用いるこ

とで，ラベル発行の時間と手間を軽減する．ま

た，ラベルの発行と同時に農産物の入荷情報の

取得を行うことで，在庫情報を更新する． 

 

 
図 3：基本モデル図 

 

3．プロトタイプシステムの構築 

 農産物産地直売所における入荷計画立案支援

システムのプロトタイプシステムを構築した.シ

ステムの開発環境を表１に示す. 
表１：開発環境 

型名 IBM XSERIES_2006 

CPU Intel Pentium 4 CPU 
3.00GHz 

OS Windows 2003 Server 
言語 VB（ASP.NET） 
DB SQL Server 

3.1 実行画面例 

図４に生産者からの入荷計画登録画面の一例

を示す.入荷計画立案を支援するために，過去 1

週間の入荷実績及び売上実績が表示される．ま

た，週の入荷可能量から，曜日ごとの入荷基準

量が表示される．表示された情報から，入荷量

を決定し，入荷計画の登録を行う. 

図５に入荷情報取得のためのラベル作成画面

の一例を示す.農産物･内容量･価格･作成枚数を

入力し，ラベル作成と入荷情報の登録を行う. 

 

 
図 4：入荷計画登録 

 

 
図 5：入荷実績登録 

 

4．おわりに 

 本研究では，農産物の曜日需要変化に合わせ

た入荷の実現を図るため，売上履歴を用いて品

目・品種ごとに入荷計画案を生産者に提示する

情報システムを構築した． 

 今後は，栽培計画立案支援･栽培管理を行い，

生産から販売まで全体を支援するように開発を

進めていく．その際，季節性の高い農産物につ

いても考慮し，実際の現場への導入を図りなが

ら改善を進めていく． 
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